
令和７年度  

第６８回九州学生体操競技新人大会  

要 項 
 

主   催     九州学生体操連盟 

後 援（予定）  佐賀県教育委員会  九州体操協会  佐賀県体操協会    

全日本学生体操連盟  株式会社朝日新聞社       

1．大会日程 

令和 7 年 10月 25 日 (土) セッティング 会場練習 

26 日 (日) 男女競技  カッティング 

2．会  場   SAGA プラザ 

          〒849-0923 佐賀県佐賀市日の出1-21-15  TEL：0952-32-2131 

3．参加資格  

(1) 九州学生体操連盟に所属する大学。 

(2) （公財）日本体操協会の会員登録システムから、各大学の所在地の都道府県体操協会に令和７年度 

「所属団体・選手登録」を済ませ、その後、全日本学生体操連盟に「所属団体・選手加盟（連盟登録）」を済

ませた者。当該年度において全日本学生体操連盟に登録回数３回以内の者で次のものを除く。 

(3) 今大会の 1 部選択大学については、過去の九州学生選手権大会において個人総合男子６位以内、 

女子優勝、九州学生新人大会において男子３位以内、女子優勝したものを除く。 

なお、女子については、上記に示した過去の優勝者についてオープン参加として参加を認める。 

※但し、男女共 1 年生はこの限りではない。 

(4) 今大会の２部選択大学については、過去の九州学生選手権大会、九州学生新人大会の優勝者は 

オープン参加として参加を認めるが、団体チームの選手で出場した場合、団体選手権の成績には 

かかわれるが、個人総合の成績はオープン参加扱いとする。 

※但し、男女共 1 年生はこの限りではない。 

 

4．競技内容及び参加人数    

【1 部、2 部制】  

(1) 男女共 1 部、2 部制として行う（登録時に確認）。 

【チーム編成】 

(1) 男女共、チーム編成は各大学１チーム、３～５名 (5 人登録 4 人演技、ﾍﾞｽﾄ 3) 

     ※2 チーム出場の場合、選手登録用紙にチーム名を記入すること。  【例】○○大学 A チーム 

(2) チーム編成においてﾍﾞｽﾄ 3 を組めない時点より個人扱いとなる。 

【個人参加】 

(1) 昨年の 1 部希望大学（鹿屋体育大学、福岡大学、九州共立大学、東海大学九州）は 

1 チームの場合 10 名まで、2 チームの場合 6 名までとする。 

(2) 上記以外の大学は、1 チームにプラスして男女共 5 名までとする。 

https://www.bing.com/ck/a?!&&p=bba1fb78d6474e2aJmltdHM9MTcyMzE2MTYwMCZpZ3VpZD0yNjRlYzE3Mi00MWQzLTY5YWYtMDcxYi1jZWUxNDBhZjY4YzYmaW5zaWQ9NTYwNA&ptn=3&ver=2&hsh=3&fclid=264ec172-41d3-69af-071b-cee140af68c6&u=a1L21hcHM_-MTMxLjYyODc4NCZ2PTImc1Y9MSZGT1JNPU1QU1JQTA&ntb=1


※ただし、今年度は 9 月 29 日（月）の申し込み締め切りの際の参加人数を確認後、参加が少ない場合、個人

選手の出場人数を増やすこともありうる。 

【補欠について】 

(1) 各チームの補欠人数は定めず、補欠登録も行わない。 

(2) チーム出場選手、チーム個人選手の変更は、全日本学生体操連盟に登録した選手であれば認める。 

【選手変更について】 

(1) 選手変更は監督会議にて行う。 

 

5．競技方法  

 (1) 採点規則及び競技規則 

男子・・・２０２５年版採点規則、最新版内規及び体操競技情報最新号を適用する。  

※但し、参加選手人数及び体育館使用時間の関係から競技直前のアップ時間については、 

2024 年度までのルールに従い、平行棒は１人５０秒アップ、跳馬は１人２本まで、 

ゆかは１組３分アップ、その他の種目は１人３０秒アップとする。 

女子・・・２０２５年版採点規則（競技 I）及び体操競技情報最新号を適用する。 

     （変更規則Ⅰを採用する） 

(2) 0.000 点は棄権ではなく得点として扱う。 

(3) 新技申請は、前日練習日に本部に提出すること。 

(4) 器具については（公財）日本体操協会認定器具を使用する。 

 (5) 競技中の負傷により演技の継続が不能になった場合、残りの種目の得点は 0.00 とする。 

 (6) 跳馬のメジャーは本連盟で準備したものを使用すること。 

 (7) 開始種目とゼッケンナンバーは本連盟において決定する。尚、試技順は繰り上がりに統一する。  

 

6．順位決定   

【団体総合】 男女共、各種目のチーム得点(ﾍﾞｽﾄ 3)の合計得点により決定をする。 

  【個人総合】 男子 6 種目、女子 4 種目の合計得点により決定する。 

 【種 目 別】 男女共、各種目の得点により決定する。 

 

7．表 彰     

(1) 1 部、2 部に分け表彰を行う。 

(2) 団体総合の部  1 位～3 位賞状授与 (優勝チームにトロフィー) 

※2 チーム参加した大学は上位 1 チームのみ表彰、2 チーム目が 1～3 位に入った場合は 4 位のチームを 

繰り上げ表彰とする。 

 (3) 個人総合の部  1 位～6 位賞状授与 (1 位～3 位にメダル授与、優勝者にトロフィー) 

 (4) 種目別の部    1 位～3 位賞状授与 

 

8．参 加 料   1 チーム ４０，０００円 (保険料込み)      1 個人 ８，０００円 (保険料込み) 

 

9．審判員派遣 

 (1) 各大学とも、原則として下記の通り審判員を派遣すること。 

   ・チーム出場の場合 【1 チームの場合も 2 チームの場合も】 2 名 (3 名派遣できる所はお願いしたい) 

・個人出場（3 名以上）の場合………………………………・…１名 



    (毎年、審判員が不足していますのでご協力お願い致します。) 

※但し、2 部希望大学については、チーム出場の場合は 1 名、個人出場の場合は免除とする。 

(2) 審判員を派遣できない場合は 1 名につき 20，000 円依頼費を納入し、本連盟宛てに依頼すること。 

(3) 審判員の資格は 2 種以上が望ましいが 3 種でも認める。(学生可) 

(4) 原則として監督と審判は兼ねられない。但し、本大会本部が認めた場合はこの限りではない。 

(5) 大学派遣審判員にかかる費用はすべてその大学が負担すること。 

 

10．準学生役員及び補助役員について 

令和 7 年度 1 部校の鹿屋体育大学、九州共立大学は試合当日の手伝いとして 1 名の準学生役員 

を派遣しなければならない。 

本大会に団体出場する大学は、1 名の補助役員を派遣すること。 

（部員数の問題等で派遣できない場合は申込時にその旨を記入すること） 

 

11．その他    

(1) 競技場内に入れる者は、審判員、監督、選手、チームリーダー、音楽係、補助役員、器具及び 

競技場の保持に必要な者、その他大会本部が認めた者に限る。 

 (2) プラカード、ゼッケンは各大学で必ず用意すること。 

(3) 器具、会場施設破損の場合は参加者全員で負担すること。 

(4) セッティングは新体操の試合が終わり次第参加者全員で行う。 

(5) 開会式は行います。閉会式については検討中。 

(6) 大会中の演技の撮影を希望する大学は、本連盟 HPより期日までに申し込むこと。 

撮影申請については、男女どちらもチーム出場する大学は１２枚、 

男女どちらかがチーム出場する大学は 6 枚、個人出場のみの大学は出場人数+1枚を上限とする。 

 

12．参加申し込みについて 

 (1) 本連盟 HP の申し込みフォームより申し込むこと。 

 (2) 参加料は本連盟指定の銀行に締め切り期日までに振り込むこと。 

尚、銀行振込み以外は認めない。《必ず大学名で振り込むこと。》 

(3) 振込先・ ・福岡銀行 七隈支店  店番２５８  口座番号 １２８７８４０ 

名義：キュウシュウガクセイタイソウレンメイ  

         九州学生体操連盟  代表 岡田 百合子（オカダユリコ） 

  (4) 締切日・ ・参加申し込み  派遣審判員、補助役員申し込み  

撮影申請申し込み  参加費振り込み 

令和 7 年 9 月 29 日(月) 締切 

※ 原則として参加費は返金しない。 

この要項について質問がございましたら下記までお願いいたします。 

  〒814-0180  福岡市城南区七隈 8-19-1 

      福岡大学スポーツ科学部 田口晴康研究室内 九州学生体操連盟 

      E-mail：kyusyugakuren@yahoo.co.jp   担当携帯 070-2395-9043 （西村 匠） 

mailto:kyusyugakuren@yahoo.co.jp

